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1.社会的背景

2.必要性

(1) 市民生活の質の向上

(2) 都市の活性化

(3) 市民参加のまちづくり

3.取り組み方

(1) バランス感覚を大切に

(2) 祭観づくりは人づく り

(3) しなやかに線気よく

(4) 演出を多彩に

4.都市景観の意味

(1) 都市景観の機成要素

(2) 景と観
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ひとは都市をつくり、集まり、そこに都市の文化が生まれます。都市は文化の大地であり、 それ

自体一つの文化です。 文化としての都市全体が発信するメッ セージがひとの目や心の琴線に触れ、

都市景観の像を結びます。

すぐれた都市景観は、都市という文化の所産であり 、文化を育むという人間の本質に由来するも

のです。市民の感性がすぐれた都市景観を育て、また逆にすぐれた都市景観が市民の感性を育てる

ともいえます。

社会生活における量から質への時代の変化の中で、本市におきましでも、都市の快適性を求める

市民の声に応えて、ゆとりとうるおいのある都市づくりをこれまでも進めてきました。都市景観の

形成を本市の重要な都市政策として位置付け、昨年 3月都市景観条例を制定したと ころであり ます。

このたぴ、 木市の都市景観の形成に関する基本的方向を示す都市景観形成基本計画を定め、新し

い一歩を踏み出すことになりました。

福岡市基本構想の都市像の一つ「海と歴史を抱いた文化の都市」が目指すうるおいと個性のある

都市づくりという理念はこの基本計画の中に十分いかされています。

都市景観の形成は、総合的でまた長期にわたるものであり 、今後、広い視野と長いflで着実に進

めていきたい と思います。

そのためには、行政が都市景観の形成のために先導的役割を果たしていく ことは もちろんのこと、

市民や事業者の皆様に主体的に取組んで・いただくことが大切だと考えます。市民の手づくりの都市

景観は、わたしたちのま ち福岡への愛着と誇りを育芝、また来訪者に親しみと楽しさを与えます。

ここに都市景観は市民の共有財産という意識も生まれます。

今後、豊かな自然と15久の歴史に培われた福岡にふさわしい風格のある美しいまちづくりと司f民

文化の向上のために、この基本計画を多方面においてイー分活用していただければ幸いです。

最後に、この基本計画の策定にみたり、貴重な御意見をいただき ました福岡市都市景観審議会委

員各位並びに関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。

昭和63年 3月
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~ -福岡らしい都市荒ー観の形成をめざしてー

1 .基本計画の理念

都市景観とは、都市を構成するいろいろな要素やも

のが複合して作られる空間、或いは、場所の見え方、

感じ方である。ごく単純に言うと、都市の姿であるが、

都市は人聞が告1)造した文化であるから、その都市の姿、

都市景観も文化の一部として、単に表面のみならず、

その本質をしっかりと見きわめることが重要である。

者11mは文化であり、すぐれた都市景観は都市文化

の撃である。 ここでは、文化と L寸概念を手がかりと

して、都市景観を形成していくため、 この基本計画の

寝念を考える。

まず、文化の担い手として、共通の価値観をもっ一

定の人々の集団が必要である。都市景観においては、

市民が都市美、都市の快適さなどの共通認識をもつこ

と、 即ち、 都市景観は市民みんなの共有財産であると

いう価値観が前提となる。

次に、文化は人聞が自然や環境等の外界に働きかけ

て形成するものである。 都市景観においても、まず、

市民一人一人が、その役割を自覚し、積極的に都市づ

くり、景観づくりに参加してい く中て¥形成される。

さらに、文化が形成される場合、 くり返 し、反復さ

れ慣習となってL、〈過程が必要である。都市景観につ

いては、同様に、長年の積み重ねの過程が重要であり、

一朝一夕には出来上るものではない。

こうした、歴史的な蓄積という考えは、過去からの

継承と将来への展望という時閉め流れとし、う視点を与

えてく れる。

最・後:に、文化は、もともとある一定の地域的な限定

を伴うものである。 都市景観についても、福岡市らし

い、或いは、その地区らしい特性を活かすという 地域

性、個性の視点が大切である。

以上のことをまとめて、基本計画の理念とする。

(1) 都市棄観は、市民の共有財産である

(2) 市民参加による都市景観の形成

(3) 長期的な視点、をもっ

(4) 地域性、個性を活かす

2.基本計画の目的と位置づけ 都市景観の形成は、単に付加的なものばかりでなく、

本質的には、まちづくりの一環であることを認識し、

都市景観条例の連用は もちろんのこととして、都市計

画法、建築基準法をはじめとする関係法令による諸制

度の活用を十分考慮していくものとする。

この基本計画は、今後、具体的に都市景観を形成し

ていく場合に、行政、市民、事業者にとって都市景観

の分野における精神的な指導理念、または実際的な指

針となるべきものである。

この基本計画は、 都市景観を総合的かつ計画的に形

成するための基本的浬念や施策のあり方を示し、 福岡

与ム主ま並か した都市景観位佳企」電|峰星立宣底ζ堕
主主基本血立方向を明らかにすることを 目的と してお

り、本計画の策定は、福岡市都市景観条例第4条第 1

項に基づくものである。

また、この基本計画は、福岡市総合計画の理念と方

向づけに基づいており、都市景観の側面からみた都市

空間計画である。

都市景観の形成を図るためには、全市レペルと地区

レベルの両面から取り組むことが重要である。

この基本計画には、都市景観形成の理念 ・目標とい

う総論、秘義の計画及び施策の体系・推進方策という実

践を含み、総論や実践については、全市レペル ・地区

レベルに共通である。狭義の計画については、主とし

て類型空間別の景観形成計画(いわゆるスト ラクチュ

アプラン)により、全市レベルの方向づけをすること

をこの基本計画の役割としている。

従って、より身近な個別の地域における景観形成計

画(いわゆる ローカルプラン)は、この基本計画に基

づき、その地域の特性や粂件を反映した具体的な計画と

して今後、作成するように努める。

以上のようなこの基本計画の位置付けと役割を模式

図として下に示す。

3.基本計画の構成と内容

この基本計画は、大き く現況編と展望編とに分れる。

主な内容として現況編は、今後計画的に都市景観の

形成に取り組むために、必要となる粂件を挺理した

〈総論〉 と、福岡市の景観の特徴をまとめた〈特性〉

で構成され、また展望編[立、都市景観の形成の方向づ

けを示 した〈計画〉とその計画を実現する手だてを検

討蜂理した〈実践〉て網構成される。

第1章総論

( 都市景観の形成を進めるにあたって ) 

第2章特性

( 福岡市のもつ景観特性をまとめる ) 

福 岡市 総合計 画 1 

類型空間別

景観形成計画

(ストラクチュアプラン)

第3輩計画

〈今後の方向性を示す ) 

第4輩実践

( 計画を実現するために ) 
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ア.第 1章総論

都市景観の形成を計画的にすすめる前提として、

その社会t的な背景、福岡市における必要性を把握

し、今後の取り組み方等について整理すること に

より、 この基本計画の考え方を明らかにする。

イ.第2章特性

福岡らしさを把握するため、歴史という時聞の

流れと福岡市域とし寸空間の拡がりに着目して、

福岡市の景観上の特性を まとめる。

まず、都市形成の歴史の中で生み出された都市

景観と関連の深い特色を明らかにする。

次に、都市景観を構成している多岐にわたる要

素の中から、福岡市の個性的側面を演出している

ような特別の意殺のあるものを、自然系、歴史系、

都市系の区分により骨格的資源として抽出する。

さらに、以上の歴史的、空間的な分析で得られ

た骨格的資源を総合して、福岡市全体の都市イメー

ジをつくりだしているような大きなまとまりのあ

る景観を、福岡らしさを示す景観として示す。

ウ.第 31主計画

福岡市のもつ景観特性を活かし、実現すべき将

来像をめざしていくため、この基本計画の目標を

まとめる。

その目標に向けて、景観構成要素別の基本方針

及び地域ごとの景観特性に着目した類型空間別の

基本方針を策定し、この基本計画の柱とする。

また、区分された基本方針を総合して、将来に

おける福岡市全体の都市景観の形成からみた都市

像を示す景観形成将来構想、を作成する。

エ第4$: 実践

第3j転で策定した計画を実現してい くための施

策を総合的にまとめる。

そのために、景観榔成要素別のテーマと類型空

間との関係を考慮、して、施策の内容を体系的に示

すとともに、種々の制度、手法を特にそれらを行

う整備主体の役制分担を重視して分類、整理した

推進方策を明らかにする。

さらに、今後重点的に都市景観の形成を図るべ

き地区を選定する。

3 
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